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ハシント・カネックの反乱
山　﨑　眞　次　
序
　1761年11月20日にユカタン半島中央部のシステイル村でマヤ先住民が反乱を
起こした。反乱の指導者はハシント・カネックというマヤのインディオであ
る。16世紀中葉にスペイン人によって征服されて以降、散発的にマヤ先住民の
蜂起は起こっていたが、いずれも規模が小さく、組織化されたものではなかっ
たために、またたく間に鎮圧された。しかし、カネックの反乱は少なく見積
もっても1,500人のインディオが周辺の集落から参集し、半島全体が騒擾状態
に陥り、州知事を初め当時の為政者たちの心胆を寒からしめる事件であった。
従来、この武装蜂起は計画性のあるものではなく、村祭りで泥酔した先住民た
ちが乱痴気騒ぎの果てに突発的に引き起こしたものであり、カネックのスペイ
ン人に対する怨念が併せて原因とされていた。この見解はシエラ・オレイリー
に代表される保守的歴史家のものであり１）、野蛮で劣等なインディオが文明人
のスペイン人に対して大規模な反乱を組織化できるはずはないというインディ
オに対する蔑視、偏見から生まれたものであり、メキシコがスペインから独立
した19世紀以降、有力な見方であった。また、ネルソン・リードも酩酊したイ
ンディオたちの騒乱が本格的反乱に発展したと主張している２）。
　しかし、1884年から1889年にかけて執筆された「メキシコ、世紀を越えて」
では、ハシント・カネックの反乱に正統性が付与されている。酩酊の末の突発
的騒乱であれば、翌朝、酔いから覚めたときに、敵の進軍を見て、インディオ
たちは雲散霧消したであろうし、また、2,000人以上の征圧軍の召集は必要な
かったと推測している。そして、過酷なスペイン人の統治に対して果敢に決行
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されたマヤ先住民の正義の戦いという見解を取り、カネックを英雄視してい
る３）。スペイン系歴史家によって喧伝されたカネック悪人説に対して、スペイ
ンから独立を勝ち取った近代メキシコを誇りに思う知識人たちは伝説的イン
ディオに肩入れしている。ビセンテ・リバ・パラシオを編者代表とする自由主
義的歴史家たちがカネックの反乱に正統性を付与するのは民族主義的感情を考
慮すれば当然と言えるかもしれない。また、エンリケ・フロレスカノは、メシ
ア思想をもったカリスマ的リーダーが魔術と超自然的能力を用い、マヤ農民を
軍事的に組織し、非情な権力者に立ち向かったと述べている４）。
　本稿は、そのような論争に対して近年発表されてきた新たな仮説を検証・分
析し、「カネックの反乱」の真相に迫ろうとするものである。
１．歴史的背景
　メキシコの先住民古代史を俯瞰した場合、ユカタン半島には10世紀に大きな
転機が訪れる。メキシコ中央高原から到来した異民族が半島に侵入し、それま
でのマヤ土着の支配者を駆逐して、新しい支配体制を敷いたからである。この
新体制は侵入者トルテカ族と土着のマヤ族の両文化を融合させたマヤ＝トルテ
カ文化を創造した。その中心都市として繁栄したのがチチェン・イツァであ
る５）。チチェン・イツァはウシュマル、マヤパンと連携して３都市同盟を結び、
13世紀までユカタン半島を支配した。しかし、同盟は内部対立から崩壊し、マ
ヤパンが主導権を握ると、イツァ族の大半は南へ移住し、カネックを称号とす
る王国をペテン地方（現在のグァテマラ北部）のタヤサルに建設した。その後、
マヤパンの支配者であったココム家のほとんどは15世紀に西から侵入してきた
シウ家に殺害され、マヤパンの覇権も終焉した。その結果、半島全土には小都
市が乱立する政治的分裂が続き、ココム家の生き残りは中央部のソトゥタを本
拠地とし、シウ家は西部のマニを拠点とした。スペイン人のユカタン半島侵略
を目前に控えて、イツァ家の末裔であるココム家と半島外から到来したシウ家
との血なまぐさい確執が長年にわたり繰り返されていたのである。
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　前線総督フランシスコ・デ・モンテホは、ユカタンの征服に関して1526年に
スペイン王室と取り交わしたグラナダ協約書に基づき、王室の支配権を否定
し、抵抗するインディオは有無を言わさず奴隷化した。奴隷となったインディ
オは主のもとで過酷な労働に従事させられるか、売買された。この冷酷なやり
方はインディオの憎悪を募らせ、各地で武力抵抗が相次いだ。それに対して、
モンテホは厳罰で臨み、クプル地方では捕えた先住民カシーケ（族長）たちを
生きたまま焼き殺したうえに、住民の手足を切断し、女性をセノーテ（泉）に
投げ込んだ６）。ユカタンの征服に参加したスペイン人たちが容赦なくインディ
オの奴隷化に走った理由のひとつは、メキシコ中央高原のように金銀等の鉱物
資源が産出しないことにあった。征服の報償に求めた希少金属が存在しなかっ
たことが、その代償としてインディオという人的資源の過酷な搾取につながっ
た。
　しかし、すべてのマヤのインディオがモンテホに逆らったわけではない。前
述したココム家とシウ家の積年の部族間対立が、スペイン人の侵略を前にして
マヤ族を抵抗派と協調派に分裂させた。ココム家の指導者ナチはスペイン人へ
の協力を申し出たシウ家の使者たちを1537年に暗殺した。半島西部地域のカン
ペチェ、マニ、ア・カヌル、セ・ペ、ア・キン・チェルはスペイン側に付き、
半島中央部地域のソトゥタ、コチュア、クプルと南部のウアイミル、チェトゥ
マルは同盟を結び、抵抗の道を選択した７）。こうして1526年から開始されたユ
カタンの征服戦争はココム家を核とするマヤ同盟軍の激しい抵抗にあい、フラ
ンシスコ・デ・モンテホ軍は敗北を喫した。しかし、マヤの協調派の協力を得
て1542年、メリダを征服の拠点として建設した。だが、半島西部を支配下に置
いたに過ぎず、半島東部や南部のマヤ族を完全に制圧したわけではなかった。
　このようにマヤが２派に分裂した背景には、マヤ独特の歴史・宇宙観があ
る。古代マヤ人がゼロの概念を発見し、そのため数学と天文学が驚異的に進
歩したことはよく知られている。マヤ文明の爛熟期である古典期（紀元600－
900）には、高度に発達した数学と天文学の知識を活用して、儀式を司る260日
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暦、太陽暦に近い365日暦、13と４つの絵文字を掛け合わせた52年暦、マヤの
起源ゼロ年から起算される長期暦、月の運行から算出された太陰暦の少なくと
も５種類の暦を用いていた。しかし、後古典期（900－1542）以降は、長期暦
は廃れ、52年暦、儀式暦、太陽暦に加え、20年を１周期とするカトゥン暦が用
いられるようになった。これらの暦を作成したのはマヤの学識者である神官
（アーキン）である。数学、天文学、占星術に習熟した神官は暦を作成してい
ただけではなく、過去の記録も照合して未来の予言も行った。そのため彼らは
ボバト（予言者）とも呼ばれ、王と貴族の政治的決定に助言を与え、しばしば
都市の動向に重大な影響を与えた。
　神官たちは1510年頃、聖典チラン・バランの予言に基づき、東からククルカ
ン（羽毛の蛇）が近未来に帰還することを伝えた８）。実際、そのころ、東のカ
リブ海から現れたスペイン人たちは、先住民から神話上のククルカン神と混同
され、征服戦争を有利に戦うことができた。その後も神官たちは従来通り民族
の未来を予言し、支配者に助言を与え、それが、政治的決定を大きく左右した。
マヤ族のココム家とシウ家が敵対し敵味方に分かれたのは、長い歴史的確執も
その原因となったが、それ以上に神の託宣を伝える神官の存在が大きい。その
絶大な影響力は征服後も引き続きスペイン人の支配が及ばない半島南部では衰
えることはなかった。半島南部の丘陵地帯とグァテマラの低地密林地帯はスペ
イン人に抵抗するマヤの避難場所であるばかりか、征服以前の土着宗教に依拠
する伝統的先住民社会が再生産される聖地でもあった。
　1546年、半島東部でエチセロの乱が起こり、1560年にチャンズノットで始ま
った反乱はナバラン、ヤシュカバ、カンショックに拡大し、1580年にはアンド
レス・ココムがカンペチェで蜂起した。続いて1610年にはテカシュで、1638年
には半島南部のバカラルで反乱が起きた。1668年と1678年にはカンペチェ南部
で大規模な反乱が発生し、多数のマヤが半島南部の丘陵地帯へ避難した９）。こ
のような半島部の散発的な反乱は、前述した現在のグァテマラ北部、ペテン地
方へ移住したイツァ族の動向と連関している。ペテン湖の湖畔にタヤサルを建
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設したイツァ族は、17世紀中に、少なくとも２回、メリダに使者を派遣し、ス
ペイン王室に帰順してキリスト教に改宗する意志を伝えた。その意図は、カネ
ック王に仕えた神官たちの助言とマヤ暦の予言に従い旧都のチチェン・イツァ
に帰還を果たすことであった10）。これを機会にスペイン人はペテンへの布教活
動を開始した。1618年、フランシスコ修道会はバルトロメ・デ・フエンサリダ
とファン・デ・オルビタをメリダから南部のバカラル経由でペテンに派遣し
た。カネック王は二人を丁重にもてなしたが、二人は部族全体に漂う敵意に身
の危険を感じて立ち去った。翌年、修道士たちが再訪問した際も、イツァ族の
不信感を払拭できず、使節団は追い返された。その後も修道会は布教活動を継
続し、同時にスペイン軍は軍事的征服を試みたが失敗した。1695年にカネック
王の甥、ア・チャンが「改宗の時期が来た」という予言に依拠し、恭順の意を
伝えた。しかし、恭順と改宗の意図はあくまで王と神官のものであり、イツァ
族全体の意思表示ではなかった。そのため派遣されたスペイン軍はイツァ軍に
撃退されてしまった。使者を派遣しながらスペイン人に恭順しない矛盾した行
為について、ブカラモンテは、予言が示した時期と支配者による政治的決定の
間の齟齬が原因と説明している11）。修道士のアンドレス・アベンダーニョはそ
のようなたび重なる拒否にもかかわらず布教活動を諦めずに、頑ななイツァ族
の改宗のためタヤサルまで赴いたが、イツァ族の改宗へのアレルギーを払拭す
ることはできなかった。しかし、スペイン軍は、1696年から翌年の1697年にか
けてタヤサルを攻撃し、ついに征服した。征服者たちは廃墟の上にヌエスト
ラ・セニョーラ・デ・ロス・レメディオスという集落とサンパブロ砦を建設し、
周辺住民の集住化を促進した。しかし、レドゥクシオン（集住村）に集められ
たマヤの間で疫病が蔓延し、この地方は荒廃してしまった。タヤサルのイツァ
王朝は崩壊したが、逃亡したマヤ人たちはカネック王の弟を王と見なし、神官
キン・カネックの息子を最高神官として崇め旧来の宗教儀式を執り行った12）。
18世紀にペテン地方と半島南部のマヤは疲弊していたが、密林に点在する集落
を拠点に隙があれば小規模なゲリラ戦を仕掛けスペイン人に抵抗を続けて
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いた。反乱の芽が完全に摘み取られたわけではなかった。
２．ユカタン半島の植民化政策
　ユカタンの知事は、スペイン国王が直接任命していたこともあり、ヌエバ・
エスパーニャからの独立性が強かった。ヌエバ・エスパーニャでは副王が植民
地の地方都市の統治者を任命していたが、ユカタン半島では、メキシコ市の介
入には限度があり、メリダ、カンペチェ、バヤドリード、バカラルの各市会が
独立的に行政を任されていて、市会は裁判権と自治権を保持していた。これら
４都市のうち、ユカタンの州都メリダと商港カンペチェがそれぞれ行政と商業
の中心地としてその繁栄を競い合った。両都市は170キロ離れているうえに道
路が未整備だったので、16世紀末にはメリダの北にシサル港が開かれた。当時、
本国は植民地と外国との貿易を禁止していた。そのため、カンペチェはベラ
クルスのようなヌエバ・エスパーニャの他の港との交易に従事せざるを得ず、
米、綿、塩、皮革、獣脂などの商品を取引した。一方、メリダはシサル港から
ハバナへ僅少な農産物を輸出したにすぎない。商港のカンペチェは16世紀後半
から半島外に手広く交易を展開していたが、メリダは政治の中心地として半島
の内政に関心を向けた。性格の異なる２都市の競合関係は、19世紀中葉に勃発
するカスタ戦争13）を誘発する原因のひとつとなる。
　モンテホの情け容赦ない征服と植民の手法が王室によって糺されてから、半
島の平定事業は当初の過度に暴力的な性格は影を潜めたものの、インディオを
搾取するという本質は変わらなかった。ユカタン半島のスペイン人征服者や入
植者は他のスペインの植民地と同様に、エンコミエンダが下賜された。エンコ
ミエンダは、発見・征服・植民に功績のあったスペイン人に対する報償であっ
たが、先住民インディオを改宗・教化する目的もあった。スペイン人は付与さ
れた土地でインディオを労働力として利用できる権利を保有するが、同時にイ
ンディオをカトリックに改宗させ、文明化する義務を負った。しかし、王室や
教会の意図に反して、エンコメンデロは権利を過剰に行使するばかりで、義務
95
は過小なものさえ怠った。その結果、年貢と労働を強制されるばかりのインデ
ィオが疲弊、苦悶する長い植民地時代が続くことになる。
　王室は植民地初期よりインディオ保護の観点からエンコメンデロの住居とイ
ンディオ集落を隔離する政策を掲げた。都市生活者のスペイン人の市会には、
アルカルデ（裁判官）、レヒドル（参事会議員）、アルグアシル（警吏）、それ
にエスクリバノ（書記）の役職が設けられた。これらスペイン人市会と同一の
組織がインディオ自治体側にも対称的に存在した。インディオ側の知事は、ス
ペインの植民地化に協力した旧マヤ貴族のなかからユカタン知事によって任命
された。知事職と平行してカシーケ（族長）職も存続していた。征服直後、ス
ペイン人はマヤのインディオ農民を管理する手段としてマヤ特権階級を利用し
たからである。彼らの地位を認め、納税の全部あるいは一部を免除した。その
結果、彼らは最初にスペインに同化された階級となった。カシーケには反抗的
部族や逃亡マヤを制圧するために武装を促した。カシーケたちを介在したこの
二重支配構造は、インディオの土着的自治組織を植民地時代にも温存させるこ
とになった14）。先住民自治体はスペイン人の自治組織を模倣し、マヤのインデ
ィオから徴税し知事の統治下に置いた。また、教会の費用も調達した。一方、
スペイン人の支配に反発するインディオたちは集住を嫌い、密林や山岳部に逃
亡し、散発的抵抗を続けた。
　税金は、征服直後は、既婚男性一人につき、綿布、トウモロコシ、家禽二羽
を物納させ、それはおよそ24レアル（１レアルは８分の１ペソ）に相当した。
その後、変更され、成人男女、独身者、既婚者に課税された。最終的に、14歳
から60歳までの男性には14レアル、12歳から55歳までの女性には11レアルが課
税され、この制度は18世末まで継続されたが、女性への課税は後年、廃止され
た。それ以外にも、先住民共同体への納税、奉仕労働への支払い負担金、断食
時に肉を免償する費用があった。これらの費用は総額で１世帯当り年間38レア
ルに上った。これらの税金はインディオが市会とエンコメンデロを扶養するた
めに支払った。10分の１税はメリダに集められ、ユカタン司教に納められたが、
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一部は市会に納入された。洗礼、婚礼、葬儀などの秘蹟を行う場合には別途、
謝礼を支払わなければならなかった。10分の１税として納入された物品は都市
の市場では高く売れ、教会の大きな収入となった。物納を金銭に換算すると、
14歳から60歳までの男性には12.5レアルに、12歳から55歳の女性には９レアル
に相当した。その他にも、謝礼として、卵や油も納められ、教会に支払う諸費
用は１世帯当り、総計34レアルに及んだ。つまり、市民税と教会関連税を合計
すると１世帯当り72レアル支払っていた勘定になる。この金額は各世帯の年間
収入の半分かそれ以上に当たる。だが、インディオを納税以上に苦しめたのが、
強制労働であった。公共建造物や教会の建設・補修工事、郵便配達、輿担ぎを
強制的に命じられた。その上、個人労役まで存在した。集落毎に１週間単位で
男女を供出して村外の公共事業などを行うのである。手当支払い義務があった
が、その金額は低く、支払われない場合がほとんどで、目的地までの旅費・食
糧もインディオの負担であった。労役期間はスペイン人役人によって延長され
ることがあった。その上に役人の食事の世話や燃料の薪集めも加わった。さら
に、レパルティミエント制があった。レパルティミエントとはスペイン人統治
者がマヤに綿などの原材料を与え、一定期間内に綿布を織らせ、出来上がった
製品を市場で販売し利益を得る制度である。レパルティミエントはその過酷さ
ゆえに村からの逃亡を招いた15）。
　ユカタン半島の征服前の人口は113万人説と80万人説がある。1566年から
1810年までの244年間に12回の疫病の流行があり、その内の９回は1727年以前
に発生した。マヤの人口が増加に転じたのは、18世紀中葉以降のことであり、
1847年には45万人となったが、それでも征服前の３分の１に達しなかった。人
口減少に伴い、納税額も減少した。中央高原では、人口減によって、巨大荘園
のアシエンダが生まれたが、ユカタンではエスタンシアと呼ばれた。エスタン
シアの規模はアシエンダに比べるもなかった。食肉、皮革、養蜂によって採取
された蜜と蝋を供給し、トウモロコシと綿花の栽培を細々と行っていた。この
状況は人口が回復する18世紀まで続いた。しかし、人口増を受け入れるだけの
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土地が存在しなかったために、インディオはエスタンシエロから土地を借り、
ルネロ（月曜日だけは１日主人のために働く農民）となった。その結果、エス
タンシエロは初めて都市の市場でトウモロコシや米の販売で利益をあげること
ができるようになった。食料不足は輸入に拍車をかけ、一方で皮革や他の製品
の輸出が盛んになった。焼酎（アグアルディエンテ）の消費は砂糖産業を促進
したが、この産業は労働集約的であったために労働力不足が起こり、黒人奴隷
の輸入が始まった。しかしこの現象は一般的なものではなかった16）。
　18世紀末にはエスタンシアから大規模なアシエンダへの転換がみられた。経
済的繁栄を築いた半島西岸と北西岸の都市化が進行した。半島西部の都市部周
辺は人口過剰なために、アシエンダへの移住が盛んになるとともに、アシエン
ダに居住するインディオへの課税が始まった。ユカタンのインディオとベシノ
（スペイン人市民）を問わず、多くが18世紀末には個人所有の地方のフィンカ
に住んでいた。西部や北部での人口減は牧畜を主とするベシノによる土地占有
を容易にし、人口増はエスタンシアのアシエンダ化を促した。というのはイン
ディオがアシエンダの借地人、ペオンとなったからである。半島東部と南部へ
の人口圧も高まったが、その脅威が本格化するのは、州政府がインディオの伝
統的共有地であった荒蕪地を売買の対象にした19世紀に入ってからである。
　1786年、ヌエバ・エスパーニャにフランスのブルボン王朝を倣ったインテン
デンシア制が導入された。インテンデンシア制とは、副王とアウディエンシア
（聴訴院）の植民地権力を制限し、新たに設けられたインテンデンテ（監察官）
によって植民地統治を効率化し強化する制度である。インテンデンシアの下に
パルティードと呼ばれる細分化された行政単位が設けられ、従来のコレヒドー
ル（代官）とアルカルデ・マヨール（郡代）職に代わり、スブデレガード職が
新設された。この制度改革に伴い、王室国庫管理を効率化するために手数料を
取る徴税人制度が廃止され、直接、スブデレガドによって税が徴収された。イ
ンテンデンテに任命されたスブデレガドは行政と裁判の広範な権能を備え、国
庫を管理した。ユカタン半島では、11のパルティードが新設され、各パルティ
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ードに配属されたスブデレガドはそれまで市会に独占されていた役職を代替
し、彼らをスペイン人裁判官のグループが支援した。スブデレガドはユカタン
の教区や村邑に設置され、インディオはインディオ知事にではなく、スブデレ
ガドに直接納税することになった。同時に共同体の費用（祭りの花火、アルコ
ール）として納められていた税金もインディオ自治体の名目で州政府によって
天引きされた。その結果、インディオ自治体は、スペイン人に干渉されること
のなかった独立した財源を失い、インディオ役職者の権力は削がれた17）。また、
ブルボン王朝は貿易の自由化にも積極的であった。1760年代にカンペチェとシ
サルが自由貿易を容認されたのを皮切りにソトラマリナ、マタモロス、マサト
ランなどのヌエバ・エスパーニャの各港が自由貿易港となり、域内の貿易高は
増大した。スペイン本国においてもカディス以外のマラガ、ラコルーニャ、サ
ンタンデルなどの港が自由化され、これらの港との貿易も盛んになった。貿易
自由化によって王室の関税収入は飛躍的に増加し、同時にヌエバ・エスパーニ
ャやユカタンも経済的繁栄を謳歌した。だが、半島の経済活動が活発化するに
伴い、インディオの苦しみは増大した。
　18世紀末、ユカタン半島の人口は増加に転じたが、カリブ海沿岸と南部山岳
地帯は人口過疎地で、狩猟地や避難地であった。これらの地域はユカタンの行
政区分には編入されていなかった。これらの地域の人々が歴史の舞台に登場す
るのはカスタ戦争以降のことである。カスタ戦争の25年前、メリダ、カンペチ
ェ、バヤドリードが鼎立するメユカタンでは、三者は停滞し、閉鎖的社会のな
かで互いに相争い、一方で搾取される貧しいインディオ社会が並存した。西部
では土地不足とペオン労働が常態化し、東部ではリーダーが出現すれば反乱が
勃発する空気が醸成されていた。南東部では独立の騒擾につけ込み、虎視眈々
と領土拡張を狙うイギリス人伐採者たちがいた。混乱したスペインはベリーズ
地域のイギリス人植民者たちとの国境策定を蔑ろにした結果、領有権の解釈の
相違がカスタ戦争におけるイギリス人の反乱軍への武器弾薬の供給へとつなが
ることになる。植民地時代末期は平穏に見えるが、水面下では緊張感が漲って
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いた。
３．反乱の勃発
　ハシント・カネックの正式名はハシント・ウックである。彼の素姓について
はよくわかっていない。ブラカモンテはウックの供述書から「ハシント・ウッ
クは港町カンペチェのサンフランシスコ地区の通称カンペチュエロで1731年に
生まれた。既婚者であったが寡夫となっている。読み書きはできず、一定の居
住地はなかったがカンペチュエロのヘスス・ナサレオ信徒会の財産管理委員を
務めた」とウックの経歴を記している18）。しかし、ドゥモンドが指摘するよう
に幼い頃から修道院で教育を受けた経験があり、「読み書き」ができた可能性
もある19）。ウックがカトリックの教義に精通していたことを考えれば、かなり
素養のある人物だったことを否定できない。フロレスカノは、「カネックのよ
うな先住民運動の指導者たちは一時期スペイン人社会で暮らし、カトリックの
教義、シンボル、儀式に明るかった。（スペインとマヤの）両文化に通じてい
たことが、異なる二世界の理解を深め、活動の可能性を広げた」と、ウックを
知性と行動力を兼ね備えた人物と見なしている20）。また、信徒会の財務管理委
員を務めていたことを考慮すれば、それなりに人望があり多少の財力もあった
と推測できる。
　ウックは1758年頃、南部丘陵地帯を経てペテンに入り、マヤ民族の伝統的抵
抗の歴史を習得する。この滞在中にイツァ族の王、カネックという尊称の権威
というものを目の当たりにした。また、密林の奥でカトリックの影響を受ける
ことなく継承されてきた古代マヤの歴史宗教観、カトゥン暦の予言、ククルカ
ン帰還神話も学んだにちがいない。反乱の意思を固めて1761年初頭には北部に
戻り、同年の３月ごろメリダに入り、ペトの反乱グループにメッセージを送っ
た。その後、ソトゥタ、コチュア、クプル、マニを遍歴し、11月に戴冠のため
システイルに赴いた。マヤ暦の研究者でもあったメリダの司教ランダによれ
ば、11月はマヤのシュル月に該当し、ククルカン祭を祝う時期である。マヤの
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聖典チラン・バランは、イツァ族の王（ククルカン）がいつの日か帰還し外国
人を海に放擲すると予言していた。チラン・バランに依拠し、カネックはスペ
イン人の統治は終わり、戦争を始めるときであるという託宣を下した。彼は自
分をキリスト－ケツァルコアトルが権化した神聖な人間だと公言した。カネッ
クは聖母マリアの王冠や衣装を戴冠に利用し、マリアを自分の妻と呼んだ。11
月20日金曜日の早朝、補佐役のホセ・チャンと信奉者たちはカネックをサンホ
セ像のある教会に導き、そこで、カネックの戴冠式が行われた。戴冠式後、王
はまずホセ・チャンを知事兼司令官に任命し、命令杖を与え、次いでニコラ
ス・テックとペドロ・カブも同職に任命した。また、書記も任命した。書記は
反乱の知らせを書簡で広めるという重責を担った。マヤ王の出現のうわさを聞
きつけてやって来た女たちにはキリストの再来であると信じさせた。イツァ族
の後継者を自認するマヤ人が人間－神としてマヤの解放者に変身したのである
21）。ハシント・ウックはハシント・ウック・デ・ロス・サントス・カネック・
チチャン・モクテスマ王と名乗った。この命名はウックをイツァ族の支配者や
アステカ王と関連付けるばかりか、ククルカンやキリスト教とも結びつけた。
カネックは聖油の壷を常に携帯し、訪問者の前では花を主食にしていると言
い、ジャスミンを噛んでいた。反乱後捕虜となったマヤたちの証言によれば、
カネックは肉と脂肪を食べず、パン、卵、チリ、豆しか食べなかった。また、
ペドロ・チャンの娘を洗礼し、負傷者を焼いたマゲイで直した22）。
　テカシュ村のスペイン人、ディエゴ・パチェコはレパルティミエントの集金
のため、11月19日木曜日の朝、システイルに入った。パチェコはレパルティミ
エントの集金人であると同時に商品を付けでインディオに高く売る商人でもあ
ったので、村での評判は芳しくなかった。パチェコがスペイン人用の宿泊所で
荷を解いていた頃、マヤ人の間では彼を殺害する計画が練られていた。カネッ
クは８名のインディオを連れ宿舎に行き、「なぜ殺すのか」と訝るパチェコに
至近距離で発砲し、彼の信奉者たちが石、山刀、棒で殴り殺した。その後、死
体は引きずられ、道に放置された。パチェコ暗殺の話を立ち聞きしていたイン
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ディオ、ルイス・カウイチはパチェコの死と反乱をティカカルトゥユブのフア
ン・デ・モンテスに報告した。モンテスから報告を受けた村の軍曹は、ソトゥ
タの司令官、ティブルシオ・コスガヤに20日午前７時に書簡で報告した。その
後メリダにその書簡が転送された。コスガヤは15 ～ 20名の兵士を率い20日の
午後５時～６時ごろ、システイルに到着した。インディオ約60名がコスガヤ軍
を迎え撃ち、コスガヤとスペイン人兵数名を殺害した。コスガヤの死体は服を
はぎ取られ上に教会の前に放置され、彼のベルト、宝石、武器、金品はカネッ
クに渡された23）。
　反乱者たちが決起の数カ月前に武器を集めていたことからしても、カネック
の反乱は突発的な出来事ではなく、入念に計画されたものであったと、ブラカ
モンテは主張しているが、ドゥモンドは別の見解を取る24）。勝利の知らせは瞬
く間に広がった。カネックはレルマやカンペチェのカシーケも頼みにしてい
た。最初に駆けつけたカシーケは、20日の午前９時に到着したチャクシンキン
のドミンゴ・チャブレであった。次いで、ウントゥルチャック・エスタンシア
のエウヘニオ・カンとドミンゴ・バランが戦闘開始直前の20日の午後にシステ
イルに到着した。ティホロプのアンドレス・クは21日土曜日の朝に村に入り、
配下のインディオたちと塹壕を掘った。ネネラの村長たちは村人の参加を容認
していた。システイルにやってきたインディオたちは人間－神の前に跪き、王
の足に接吻し、タジビチェンのカシーケたちは贈り物を21日に持参した。カネ
ックは、集まったマヤ人に対してスペイン人と協力するインディオは悪魔に連
れ去られるが、スペイン人との戦闘で戦死した者は神が蘇生させると説いた。
ラバの売買契約書のような貢納の領収書を集め、読み上げた後、焼却した25）。
これは植民地体制との分断を意味した。
　システイルが即位場所に選択された理由は、スペイン人の裁判官や修道士の
監視が行き届かなかったからである。システイルは主邑のティカカルトゥユブ
に帰属し、政治的権威を持つカシーケに率いられた疑似カビルドをもってい
た。システイルの住民は征服後、1545年、フランシスコ会の集住政策によって
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ティカカルトゥユブに移動させられた。この地域の中心地はソトゥタである。
ソトゥタはマヤで最も戦闘的３地域（ソトゥタ、コチュアー、クプルの南部：
マニ、トゥトゥル・シウ）のひとつである。これら３地域は半径60キロ以内に
存在する。カネックたちはメリダを征服後、マニに中央政府を建設し、スペイ
ン人到来前の社会体制を再建しようとした。1761年の反乱は、システイル村の
参集者が実行者である。彼らは人間－神の到来を信じ、圧制者からの解放のた
めには人種的闘争は不可欠だと確信していた。しかし、マヤの多くは反乱の呼
びかけに応えることなく、単に興味を示した傍観者に過ぎなかった26）。
　11月20日、ソトゥタの司令官、ティブルシオ・コスガヤからの書簡はクレス
ポ知事にパチェコの死を知らせ、同日、ティカカルトゥユブの司令官フェルナ
ンド・モレノの書簡はコスガヤの死を知事に伝えた。ソトゥタの白人たちは容
易く反乱を鎮圧できると考えていたが、21日の早朝、コスガヤの攻撃が失敗し
たことを知り、動転した。ネネラ、フントゥルチャック、シェレカル村もシス
テイルに加担するといううわさが流れたので、近隣集落の兵士は武器を取るよ
うに要請された。21日夜、バヤドリードとイサマルではそれぞれ100名の兵士
が召集された。メリダでは、クレスポがカンペチェ港からオシュクツカブへ50
名の偵察隊と大砲を携行するフアン・ディアス・デ・カストロ大佐指揮下のブ
ルボン隊200名の兵の派遣を命じた。22日、オシュクツカブの司令官、ペドロ・
デ・リサラガは500名での偵察隊を組織した。その頃、スペイン軍は、反乱軍
側がランチョ・バルチェへ送った使者が携帯していた書簡を押収し、インディ
オ王が即位したことを知った。また、捕虜からの情報によって反乱軍は1,500
人以上であることがわかった。システイルの包囲網が完成すると、23日、ティ
ホスコの軍事司令官クリストバル・カルデロンは援軍を待たず攻撃したが、待
ち伏せに合い、敗走した。周辺の市町村のインディオがシステイルに同調し、
不穏な動きを見せ始めたので、スペイン軍はシステイル以外の集落での治安維
持にも対応しなければならず、システイルへの援軍派遣は容易ではなかった。
カルデロンがティホスコで指揮する兵員は、ラシエラの541名、イサマルの180
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名、ティホスコの150名の総勢871名であった27）。なかには自村防衛を優先させ
援軍派遣を拒否するスペイン人司令官もいた。モトゥルの荘園主は借金のかた
に鉄砲を押収し、インディオを非武装化して、押収した鉄砲は軍隊に売却し
た。26日、スペイン軍は、インディオに武器弾薬を売ったものは、裏切り者と
して処刑すると脅したが、スペイン側の動員は食糧難にぶつかりシステイルの
包囲は必ずしも容易ではなった。そこでバヤドリード住民に強制的徴用が行わ
れた28）。
　カネックは鉄砲と山刀で武装した25人の親衛隊に護られていた。村は短期間
に要塞化していた。盗んだ家畜も囲い込まれていたので戦闘は長期化すると考
えていた。インディオたちは王を中心にして防衛した。女たちは食事の準備を
した。しかし、25丁の銃とこけおどしの木製銃という粗末な武器では勝てると
思っていなかったであろう。インディオたちは人間－神の超自然的力を頼みに
していた。1761年11月26日木曜日、司令官カルデロンは兵士に武器弾薬を配り、
彼らを鼓舞した。スパイのメルチョル・アケの情報によって敵の塹壕について
はよく知っていた。カルデロンは500名から構成された砲兵隊、騎兵隊、歩兵
隊を率いた。午後３時に戦闘が始まった。スペイン軍はまず前方の家屋に火を
放ち、大砲で砲撃し、最初の塹壕を突破した。次に鉄砲隊が一斉に銃撃し突撃
してくるインディオを打倒し、第二塹壕を落とした。その時、インディオの司
令官ホセ・チャンは敵弾で負傷した。インディオの死体が多数塹壕にころがっ
た。激戦は２時間続いた。王は銃を発砲し包囲網をくぐりぬけた。インディオ
たちも後に続いた。発砲は９時まで続いた。スペイン軍は500名のインディオ
を殺害し、スペイン側の被害は40名であった。300名を従えた王はフントゥル
チャック荘園に逃げ込み、ティホロップに移動しようとして、シバックに避難
したが、包囲され捕縛された。カルデロンの報告によれば、システイルに立て
篭もったインディオのなかには、家に火をかけて捕虜になるよりも死を選ぶ者
もいた。27日金曜日、システイルは破壊され焼き尽くされ、村は消滅した。戦
闘終了後も各地で武器の押収が続けられ、押収された武器がメリダのサンベニ
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ト砦に集められた。
　カルデロンは知事のクレスポに「反乱は、偽の王に扮装した悪魔の仕業であ
る。600名以上のインディオが声も立てずに死んでいった」と報告したが、イ
ンディオたちは真正の王を信じていた。システイルの儀式では数百人のインデ
ィオがカネックの言葉と力に魅せられて死をいとわず命をささげたのである。
捕虜となったインディオたちは、システイル戦の７日後、王は戦死したインデ
ィオとともにマニで復活すると信じていた。キリストは処刑の３日後に復活し
たが、７日というのはマヤのチラン・バランの伝承に依拠する。インディオた
ちは冥界に行き、マニのククルカン神殿で復活するのである29）。
４．カネックの処刑
　最初の76名の捕虜は12月５日にメリダに入った。７日に入った82名のなかに
カネックもいた。メリダ市民は鹿皮の王冠を被せられた馬上のカネックを見て
嘲笑した。反乱者の捜索は12月末まで続行された。半島各地でインディオによ
る謀反のうわさが流れたからである30）。ティホロプのカシーケ、アンドレス・
クはシステイルからティシュカカルトゥユブに逃亡中捕縛された。システイル
の教義責任者ペドロ・チャンも捕まった。メリダでの裁判は、非情かつ迅速に
実施された。ペドロ・セルベラが通訳をホセ・ドミンゴ・パルディオが書記を
務めた。クレスポは王室への報告を急いだので、捕虜の50名にしか尋問をしな
かった。審問は1761年11月30日から1762年１月13日という短期間で終わった。
1761年12月11日、ホセ・クレスポと裁判官のセバスティアン・マルドナドはハ
シント・ウックに王権の簒奪、反乱、殺人の罪で死刑の判決を言い渡した。死
刑執行は残虐を極めた。やっとこで肉や内臓を引き裂き、四肢を切断したうえ、
処刑台に放置し、死に至らしめたのである。刑は12月14日の午前11時に市民が
見守るなか公開執行され、遺灰は広場に撒かれた。16日に処刑されたインディ
オは、ペドロ・チャン、フランシスコ・プック、トマス・バラン、シモン・マ
ス、レオナルド・ベベー、マティアス・ウック、フェリペ・チャン、フアン・
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パスカル・ユピットの８名である。二人ずつ絞首台に引きずり出され、黒人の
執行者が首に縄をかけた。吊るされた死体は午後２時半まで放置された後、城
外に運ばれ、切断された。切り取った首は村人が見えるように各村の広場の棒
に刺し、腕は裁判所に、胴体は街道の入り口の棒か木に晒された。遺体を埋葬
することは許されなかった。戦闘を離脱したインディオ115名には200回の鞭打
ちの刑と片耳の切除、それに公共事業への６年間の強制労働が科された。16歳
以下の捕虜はイエズス会に引き渡され、教義の学習を義務付けられた。アンド
レス・ク、マルコス・テック、ニコラス・テック、ホアキン・シック、ドミン
ゴ・バランも絞首刑の判決が下され、それ以外のおよそ20名には200回の鞭打
ち、ハバナへ８年の追放、両耳の切除、６年間の強制労働が科されたが、クレ
スポは刑が重すぎると判断し、絞首刑は200回の鞭打ちとハバナの造船所での
８年間の強制労働に軽減された。200回の鞭打ち刑を宣告されたインディオは
100回に軽減され、バカラル砦への６年間の強制労働を科された。軽減された
理由は、マルドナドが義理の弟コスガヤの仇を討とうと厳罰に処したと、クレ
スポが判断したためである。その後、マルドナドは解任された。謀議を通報し
たルイス・カウイチは王室への貢献を認められてイダルゴに叙任され、武器弾
薬の携帯を許された上に、自由な居住許可も受けた。ティホロプのフアン・バ
ウティスタ・カマルとフアン・カマル、スパイのアケらもイダルゴの称号を授
与された31）。
　クリストバル・カルデロンは万人が認める英雄となった。メリダ市会と修
道会は国王に反乱の鎮圧者、システイル戦の勝利者として彼の功績を報告し
た。一方クレスポはそれほどの栄誉には輝かなかった。クレスポは副王のホア
キン・デ・モンセラーに1762年１月16日、書簡を送った。副王は鎮圧の功績を
評価したものの、反乱者に対する刑罰の重さも指摘した。副王には他箇所から
の情報も入っていたのである。カネックへの残虐な処刑はインディオを恐れさ
せ、山岳部への逃亡を増やし、そのことが偶像崇拝を助長すると危惧された。
クレスポへの不運はこれだけではなかった。メリダ司教区の２人の司祭は、イ
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ンディアス諮問会議にクレスポがカルデロンの手柄を横取りしようとしたとし
て非難の書簡を送った。クレスポは勝利の功績をカルデロンに譲り、メリダで
1762年11月11日に死亡した。1763年11月11日、インディアス諮問会議はティホ
スコの司令官、カルデロンに有利な裁決を下し、王室への功績と奉仕に対する
報償を付与するように申請した。1765年８月16日、カルデロンは地方司令官に
任命され、1776年11月22日には国王によってカンペチェ港要塞の歩兵第３小銃
隊長に任命された。35年勤務した後、1790年、退官を申請したのに対して同年
８月21日、国王は退官を承認し、年間30ペソの年金を付与した32）。
結　語
　ユカタン半島は、スペインの植民地ヌエバ・エスパーニャの一部であった。
植民地の首都メキシコ市からは陸路をベラクルスまで１週間、ベラクルスから
海路、半島の入り口カンペチェまで最速でも３日を要した。このようにユカタ
ン半島は植民地の周辺部に位置し、地理的孤立性と相まって、植民地中央から
の統治が緩慢で独立性が相対的に保持され、メキシコ市よりもキューバやスペ
イン本国との絆が強かった。また、痩せたカルスト台地は農産物の栽培には向
かず、その上、植民者を引き付ける鉱物資源にも恵まれていなかった。そのよ
うな孤立し閉鎖的な環境は、16世紀半ばから実施されたスペイン人の植民地政
策や思考・文化を半島に色濃く残存させた。半島では少数の特権階級であった
スペイン人と被支配者であるマヤ族の峻烈な従属関係が特殊な形態で存在して
いたことを、カネックの反乱を考える上で、まず念頭に置く必要がある。
　半島のスペイン系白人のクリオージョ階級は、植民地時代にエンコミエン
ダ、エスタンシア、アシエンダという３形態の土地所有制度のもとで、マヤの
インディオ農民から過酷な金品を税として納めさせ、その上、彼らを徴用し強
制労働に駆り立てた。一方、インディオをクリオージョの搾取から庇護すべき
カトリックの司祭や修道士も、そのほとんどが、インディオに十分の一税と秘
跡用の謝金を課し、インディオを救済するどころか、彼らをクリオージョ以上
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に苦しめた。18世紀にブルボン王朝の改革がヌエバ・エスパーニャに導入され
ると、税の取り立てはさらに酷薄となり、インディオの怨嗟の声が半島中に満
ち満ちた。そのような閉塞感に覆われた状況のなかで出現したのが、ハシン
ト・カネックである。カネックは自由領域である南部高地やペテン地方で、古
代から継承されてきた独自の社会政治組織と自立的生活の理念を学習した。そ
こは白人から離れて土着的生活ができる理想的な空間であり、植民地社会では
失われた文化形態を再編できる場所でもあった。カネックは修道院生活で学習
したカトリックの教義とマヤの伝統的宗教を融合させ、独自の「人間－神」（ク
クルカン）となり、予言を実現するメシア的救済者としてマヤインディオの前
に現れた。そしてスペイン人支配者の非道・不正を糾弾し、彼らを放逐して、
新しい先住民中心の世界構築を目指した。そのためには、単なるハシント・ウ
ックというインディオの糾弾者ではなく、ハシント・ウック・デ・ロス・サン
トス・カネック・チチャン・モクテスマ王というカトリック性を包含した極め
て土着的宗教性の強い「人間－神」に権化する必要があった。彼の宗教観には、
古代のメキシコ人たちが、世界は洪水、火の雨、暴風、地震といったカタスト
ロフィーで消滅するという終末観をもち、滅亡後に新たな世界が誕生するとい
う神話が影響していたかもしれない。
　カネックの蹉跌は、現実的な政治的社会的運動に依拠して世俗世界を転換さ
せようとはせず、現状を打破するために神話と超自然的能力に希望を託したこ
とであろう。また、武装蜂起の準備期間が短く計画に綿密性を欠き、周辺の集
落への周知が不徹底であったことが、マヤ先住民の参加の拡大につながらなか
った。カネックのカリスマ性は狂信的ともいえるインディオの信奉者を引きつ
けることはできたが、現実主義的なインディオの懐疑を払拭することはできな
かった。
　確かにカネックの意図は失敗に終わったが、彼の名声は世代を超えて語り継
がれ、ユカタンで忘却されることはなかった。1847年に勃発したカスタ戦争で
は、家々の門扉に戦争のスローガンとしてハシント・カネックの名前が書き記
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注
１） Sierra O’Reilly, pp.331-378
２） Reed, pp.43-44
３） Riva Palacio, pp.357-359。「メキシコ、世紀を越えて」は全５巻、4,433ページからなり、
リバ・パラシオを編者に当時を代表するメキシコの知識人、チャベロ、サラテ、フ
ァン・デ・ディオス、オラバリア、ビヒルによって執筆された。
４） Florescano, 1994, pp.411-461  
５）  Gendrop, pp.185-196, Durán,TI, p.9 チチェン・イツァは半島の中央部に位置し、古典
期からこの地域の中心都市であったが、その繁栄が頂点に達するのは後古典期であ
る。古典期のマヤ文化に中央高原のトルテカ文化が導入され、二つが融合したマヤ
－トルテカ文化が誕生した。メソアメリカ最大の球戯場、トルテカ様式の列柱が採
用された戦士の神殿、生贄のレリーフが刻まれたジャガーと鷲の神殿が代表的建造
物であるが、正方形で365の階段があり、春分・秋分に蛇の影が出現するククルカ
ン神殿の重量感は圧巻である。ククルカン（羽毛の蛇）は中央高原の都市トゥーラ
の神官ケツァルコアトルのことで、ケツァルコアトルが政争に敗れ、東に去り、後
年帰還するというトルテカ神話がユカタンに伝播したとされている。
６） Berzunza, pp.92-94
７） Bracamonte, p.16
８） Ibid., p.21
９） Berzunza, p.103
10） Jones, pp.132-133
11） Bracamonte, p.34
12） Ibid., p.60
13） カスタ戦争は1847年にユカタン半島で勃発し、20世紀初頭までおよそ50年間続いた。
シエラ・オレイリはこの戦争を「文明化されたスペイン人と野蛮なマヤ先住民の対
立」という短絡的な二項対立的手法で分析している。だが、実際は、白人特権階級
対インディオ農民階級という社会階層と人種が複合した形で激しい闘争が展開さ
れ、貧富の差や搾取を糾弾する社会的宗教的運動であった。詳細は山崎の「ユカタ
ン半島のカスタ戦争」を参照のこと。
14） Dumond, pp.30-31
15） Ibid., pp.32-34 原料綿から綿布を織らせるレパルティミエントはユカタン独特の税形
態である。レパルティミエントとは本来、土地の分配のことである。スペイン人が
15世紀末、カリブ海の島々を征服・植民したとき、王室が征服者に報償として分配
した土地のことをレパルティミエントと言う。しかし、その後、レパルティミエン
トは強制労働の徴用という意に転じ、主に銀鉱山で不足する労働力を補填するため
にカシーケを通じてインディオ労働者を集める制度となった。また、下級役人のコ
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レヒドールが、必要もない商品をインディオに高く売りつける商品頒布制のことを
指す場合もある。コレヒドールはこの制度によって私腹を肥やした。
16） Ibid., pp.45-46
17） Ibid., pp.48-49
18） Bracamonte, p.75  
19） Dumond. p.57「ハシント・ウックは幼い頃、フランシスコ会修道士に保護され、カ
ンペチェとメリダの修道院で教育を受けた。そのため、スペイン語とラテン語の素
養があった。しかし、素行不良で修道院を追放された。後代の注釈者は、彼の放恣
な人生は彼のインディオという出自によって聖職者への門戸が閉ざされたせいであ
ると、推測している」とドゥモンドは記している。「メキシコ、世紀を越えて」で
は、修道院を追放された後、糊口を凌ぐためにパン職人となっている。Riva Palacio, 
p.357
20） Florescano, 2001, pp.219-220
21） Bracamonte, pp.76-80
22） Ibid., p.127
23） Ibid., pp.81-82
24） Dumond. p.59 ドゥモンドは、「11月20日の事件が事前に計画されたということに関
しては納得できる証拠がない。拷問を受けたわずかなインディオの自白を根拠にし
た陰謀説は証拠としては脆弱である」と主張している
25） Bracamonte, p.95-96 「司祭を殺し、教会を焼き、わがものである財産を奪え。司祭の
財産を接収せよ。投降するスペイン人は殺さずに年貢を払わせよ。スペイン人の女
はインディオと結婚するなら殺すな」とカネックは説教を続けた。
26） Ibid., p.97
27） 「メキシコ、世紀を越えて」は、スペイン軍の総勢を、メリダの歩兵隊と30名の騎兵、
カンペチェの250名、バヤドリードの400名、ラシエラの600名、ヤシュカバとソト
ゥタの550名の約2,000名としている。Riva y Palacio p.358
28） Bracamonte, p.151
29） Ibid., pp.133-160
30） Dumond. p.59
31） Bracamonte, pp.166-169
32） Ibid., pp.175-179
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